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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明器具の本体である器具本体に取り付けられる照明装置であって、
　面発光または線発光する発光部、及び、透光性を有し、前記発光部を覆う平板状のカバ
ー部材を有する長尺状かつ平板状の発光装置と、
　前記発光装置の長手方向の両端部のそれぞれに配置され、前記発光装置の前記器具本体
に対する姿勢または位置の変更を、前記発光部の光の照射方向が前記器具本体と反対側を
向く姿勢を含む所定の範囲内で許容し、かつ、変更後の姿勢または位置を維持した状態で
前記発光装置と前記器具本体とを接続する接続部材と
　を備える照明装置。
【請求項２】
　前記接続部材は、前記発光装置を、前記長手方向の軸を中心とする回動が可能な状態で
、前記器具本体と接続することで、前記発光装置の前記器具本体に対する姿勢の変更を許
容する
　請求項１記載の照明装置。
【請求項３】
　前記接続部材は、
　前記発光装置に取り付けられた第一部材と、
　前記第一部材に対して回動可能であり、かつ、前記器具本体に対して回動しない状態で
、前記器具本体及び前記第一部材を接続する第二部材とを有する
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　請求項２記載の照明装置。
【請求項４】
　前記発光装置は、それぞれが前記発光部を有する第一発光装置及び第二発光装置であっ
て、前記長手方向と交差する方向に並んで配置された第一発光装置及び第二発光装置を有
し、
　前記第一発光装置及び前記第二発光装置のそれぞれは、互いに独立して前記器具本体に
対して回動する
　請求項２または３に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記接続部材は、前記発光装置に対し、前記長手方向と交差する方向への移動が可能に
取り付けられていることで、前記発光装置の前記器具本体に対する位置の変更を許容する
　請求項１～３のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記接続部材は、前記発光装置に設けられた前記長手方向と交差する方向に延びる溝に
嵌め合わされる嵌合部を有する
　請求項５記載の照明装置。
【請求項７】
　前記接続部材は、前記発光装置の前記長手方向の両端部のそれぞれであって、かつ、前
記発光装置における前記発光部とは反対側の面である裏面に配置されている
　請求項１～６のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項８】
　前記接続部材は、前記発光装置を前記発光部の側から見た場合において前記接続部材の
全体が前記発光部と重なる位置に配置されている
　請求項７記載の照明装置。
【請求項９】
　前記接続部材は、前記器具本体から供給される電力を受ける受電部を有し、
　前記発光部は、前記受電部が受けた電力によって発光する
　請求項１～８のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項１０】
　前記発光装置の前記両端部に配置された前記接続部材のそれぞれは、前記器具本体が有
する取付部に着脱自在である
　請求項１～９のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項１１】
　前記発光部は、
　それぞれが複数の固体発光素子を含む、１以上の発光素子列と、
　前記１以上の発光素子列を覆うように設けられ、前記１以上の発光素子列からの光を透
過させ、かつ、拡散するカバー部材とを有する
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項１２】
　前記発光部は、光の照射方向が互いに異なるように配置された、第一発光部と第二発光
部とを有する
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項１３】
　さらに、前記発光部の一部を他の部分と異なる態様で発光させることができる駆動回路
を備える
　請求項１～１２のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項１４】
　器具本体と、
　前記器具本体に取り付けられた、請求項１～１３のいずれか１項に記載の照明装置と
　を備える照明器具。
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【請求項１５】
　前記器具本体は、前記照明装置が有する２つの接続部材が接続される取付部のペアを２
つ有し、
　２つの前記取付部のペアのそれぞれに前記照明装置が接続されていることで、２つの前
記照明装置は、互いに独立して前記器具本体に対する姿勢または位置の変更が許容される
　請求項１４記載の照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、面発光または線発光する発光部を有する照明装置、及びその照明装置を備え
る照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＬＥＤ等の固体発光素子は、高効率及び長寿命であることから、各種ランプの新
しい光源として期待されており、ＬＥＤを光源とするＬＥＤランプの研究開発が進められ
ている。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、従来のＬＥＤランプの一例である、複数のＬＥＤを有する光
源装置が開示されている。この光源装置は、複数のＬＥＤを保持した発光部を有する光源
ブロックと、光源ブロックに対して着脱自在に接続されるアダプタとを備える。アダプタ
は、直管型の蛍光灯に対応した一対のソケットの一方ずつに対して電気的かつ機械的に接
続される２個のソケット接続部を有する。
【０００４】
　この構成によれば、回転式のソケットに対するアダプタの接続後にアダプタに対して光
源ブロックを接続すればよいため、光源ブロックについては、ソケットに対して、アダプ
タのような回転をさせる必要がない。その結果、発光部の寸法形状の自由度が高いという
効果が奏される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－１９８６９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来、複数のＬＥＤを有する長尺状の照明装置を、直管形蛍光ランプが取り付けられて
いた照明器具の本体（以下、「器具本体」という。）に取り付ける場合、例えば上記従来
の技術のように、アダプタを用いて取り付けることは可能である。
【０００７】
　しかし、この場合、アダプタのサイズ及び形状等によって照明装置の姿勢及び位置が決
定される。そのため、照明光の照射範囲の変更は、困難または実質的に不可能である。
【０００８】
　本発明は、上記従来の課題を考慮し、面発光または線発光する発光部を有する長尺状の
発光装置を備える照明装置であって、照明光の照射範囲の変更が容易な照明装置、及び、
当該照明装置を備える照明器具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様に係る照明装置は、照明器具の本体である器具本体に取り付けられる照
明装置であって、面発光または線発光する発光部を有する長尺状の発光装置と、前記発光
装置の長手方向の両端部のそれぞれに配置され、前記発光装置の前記器具本体に対する姿
勢または位置の変更を、前記発光部の光の照射方向が前記器具本体と反対側を向く姿勢を
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含む所定の範囲内で許容し、かつ、変更後の姿勢または位置を維持した状態で前記発光装
置と前記器具本体とを接続する接続部材とを備える。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、面発光または線発光する発光部を有する長尺状の発光装置を備える照
明装置であって、照明光の照射範囲の変更が容易な照明装置、及び、当該照明装置を備え
る照明器具を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】実施の形態に係る照明器具の外観を示す斜視図
【図２】実施の形態に係る照明器具を器具本体と照明装置とに分離した状態で示す斜視図
【図３】実施の形態に係る発光装置の断面図
【図４】実施の形態に係る発光装置の姿勢の変更が可能であることを示す斜視図
【図５】実施の形態に係る照明装置が備える第一接続部材の構造を示す部分拡大図
【図６】実施の形態に係る照明装置における配線例を示すブロック図
【図７】実施の形態の変形例１に係る照明器具の外観を示す第１の図
【図８】実施の形態の変形例１に係る照明器具の外観を示す第２の図
【図９】実施の形態の変形例２に係る照明器具の外観を示す斜視図
【図１０】実施の形態の変形例２に係る照明装置が備える第一接続部材の構造を示す部分
拡大図
【図１１】実施の形態の変形例３に係る照明器具の外観を示す図
【図１２】実施の形態の変形例４に係る照明器具の外観を示す図
【図１３】実施の形態の変形例５に係る照明器具の外観を示す図
【図１４】複数の照明装置を行列状に並べて配置した状態を示す斜視図
【図１５】実施の形態の変形例６に係る照明器具の外観を示す斜視図
【図１６】実施の形態の変形例６に係る発光装置の分解斜視図
【図１７】実施の形態の変形例７に係る照明器具の外観を示す斜視図
【図１８】実施の形態の変形例８に係る照明器具の外観を示す斜視図
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、実施の形態に係る照明装置について、図面を参照しながら説明する。なお、以下
に説明する実施の形態は、本発明の一具体例を示すものである。したがって、以下の実施
の形態及びその変形例で示される、数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置位置及
び接続形態などは、一例であって本発明を限定する主旨ではない。よって、以下の実施の
形態及びその変形例における構成要素のうち、本発明の最上位概念を示す独立請求項に記
載されていない構成要素については、任意の構成要素として説明される。
【００１３】
　なお、各図は模式図であり、必ずしも厳密に図示されたものではない。また、各図にお
いて、実質的に同一の構成に対しては同一の符号を付し、重複する説明は省略または簡略
化される場合がある。
【００１４】
　［照明器具及び照明装置の概要］
　まず、本発明の実施の形態に係る照明器具１０及び照明装置１００の概要について、図
１～図３を用いて説明する。
【００１５】
　図１は、実施の形態に係る照明器具１０の外観を示す斜視図である。
【００１６】
　図２は、実施の形態に係る照明器具１０を、器具本体５０と照明装置１００とに分離し
た状態で示す斜視図である。なお、図２では、照明装置１００が有する発光装置２００の
内部を図示するために、カバー部材２２１を筐体２１０から分離して図示している。
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【００１７】
　図３は、実施の形態に係る発光装置２００の断面図である。具体的には、図３では、図
１におけるＩＩＩ－ＩＩＩ断面に加えて、発光素子２２の拡大斜視図が図示されている。
【００１８】
　なお、図１～図３において、上下方向とＺ軸方向とが一致し、照明器具１０（照明装置
１００）の長手方向とＸ軸方向とが一致するように照明器具１０が図示されている。しか
し、照明器具１０の使用時の姿勢は、これらの図に限定されない。例えば、照明器具１０
（照明装置１００）の長手方向が水平方向に対して傾いた姿勢で照明器具１０が壁または
支柱等に固定されてもよい。このことは、後述する、実施の形態の変形例１～８のそれぞ
れにおける照明器具でも同じである。
【００１９】
　図１及び図２に示すように、本実施の形態に係る照明器具１０は、器具本体５０と、器
具本体５０に取り付けられた照明装置１００とを備える。照明器具１０は、例えば、屋内
の天井面に配置されて下方の空間を照らす、一般にベースライトと呼ばれる照明器具であ
る。
【００２０】
　器具本体５０は、照明器具１０の本体であり、例えば直管形蛍光ランプ（以下、「蛍光
ランプ」という。）を点灯させるための本体として用いられていたものである。
【００２１】
　本実施の形態では、器具本体５０は、Ｇ１３口金に対応した２つのソケットを有する一
般的な蛍光ランプ用の器具本体に、後述する配線の変更等の作業を施したものである。
【００２２】
　より詳細には、図２に示すように、器具本体５０の配置面５１には、第一ソケット５５
と第二ソケット５６とが設けられている。第一ソケット５５及び第二ソケット５６のそれ
ぞれは、器具本体が備える取付部の一例であり、本実施の形態ではプランジャ式のソケッ
トである。
【００２３】
　照明装置１００は、器具本体５０に取り付けられる照明装置であって、面発光または線
発光する発光部２２０を有する長尺状の発光装置２００、及び、発光装置２００の長手方
向の両端部のそれぞれに配置された接続部材を有する。発光装置２００は、全体として平
板状である。また、発光装置２００は、少なくとも１つの側面に照明光を放出する発光面
を有する。
【００２４】
　本実施の形態では、発光部２２０は、図２及び図３に示すように、それぞれが複数の発
光素子２２を含む、１以上の発光素子列と、当該１以上の発光素子列を覆うように設けら
れ、当該１以上の発光素子列からの光を透過させ、かつ、拡散するカバー部材２２１とを
有する。
【００２５】
　このように、発光部２２０を、複数の発光素子２２とカバー部材２２１とで構成するこ
とで、例えば、複数の発光素子２２の発光色と、カバー部材２２１特性（カバー部材２２
１の素材、色、または、波長変換機能の有無など）との組み合わせによって多彩な照明光
を得ることができる。
【００２６】
　より詳細には、発光部２２０は、発光装置２００の筐体２１０に収容された３つの長尺
状の発光モジュール２０と、これら発光モジュール２０を覆うように筐体２１０に取り付
けられたカバー部材２２１とを有する。つまり、本実施の形態では、１つの発光モジュー
ル２０によって１つの発光素子列が形成されている。
【００２７】
　また、発光モジュール２０は、基板２１と基板２１に実装された複数の発光素子２２と
を有し、３つの発光モジュール２０は、各々の長手方向が平行となるように、長手方向と
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交差する方向に並べられている。
【００２８】
　つまり、本実施の形態では、複数の発光素子２２を行列状に配置し、これら複数の発光
素子２２からの光を平板状のカバー部材２２１で拡散することで、面発光する発光部２２
０が実現されている。
【００２９】
　発光モジュール２０が有する複数の発光素子２２のそれぞれは、本実施の形態では、固
体発光素子の一例である表面実装（ＳＭＤ：Ｓｕｒｆａｃｅ　Ｍｏｕｎｔ　Ｄｅｖｉｃｅ
）型ＬＥＤ素子である。つまり、本実施の形態に係る照明装置１００は、ＬＥＤランプの
一種である。
【００３０】
　発光モジュール２０が有する基板２１の種類に特に限定はないが、熱伝導性が高い素材
で形成されていることが好ましい。例えば、アルミナ等のセラミックからなるセラミック
基板、または、絶縁被覆された金属板からなるメタルベース基板等が、基板２１として採
用される。
【００３１】
　なお、基板２１の種類はセラミック基板及びメタルベース基板に限定されず、樹脂基板
を含む各種の基板の中から任意に選択可能である。また、基板２１は、物理的に１枚の基
板でなくてもよく、例えば、複数枚の基板が、発光装置２００の長手方向（Ｘ軸方向）に
並べて配置されることで形成されてもよい。
【００３２】
　発光モジュール２０は、例えば、基板２１の裏面（発光素子２２が実装されている面と
は反対側の面）の数箇所に塗布された接着剤、または、ネジ等の締結部材によって、筐体
２１０の内面に固定される。
【００３３】
　なお、発光モジュール２０は、筐体２１０の内面に直接的に固定される必要はなく、例
えば、基板２１の裏面に配置されたヒートシンクを介して筐体２１０の内面に固定されて
もよい。
【００３４】
　発光素子２２は、本実施の形態では、上述のようにＳＭＤ型ＬＥＤ素子であり、図３に
示すように、容器２２ａと、容器２２ａ内に実装されたＬＥＤチップ２２ｂと、ＬＥＤチ
ップ２２ｂからの光の波長を変換する波長変換材を含む封止部材２２ｃとを有する。
【００３５】
　本実施の形態では、ＬＥＤチップ２２ｂとして、例えば青色光を発する青色ＬＥＤチッ
プが採用される。青色ＬＥＤチップとしては、例えばＩｎＧａＮ系の材料によって構成さ
れた、中心波長が４４０ｎｍ～４７０ｎｍの窒化ガリウム系の半導体発光素子が採用され
る。この場合、白色光を得るために、例えばイットリウム・アルミニウム・ガーネット（
ＹＡＧ）系の黄色蛍光体粒子が波長変換材として採用される。
【００３６】
　カバー部材２２１は、例えば、基材としてのガラス板の内面または外面に、白色顔料等
を塗布することで乳白色の光拡散膜が形成された部材である。また、ガラス板の内面また
は外面に、サンドブラスト等の加工を施すことで細かな凹凸を形成し、これにより、光拡
散機能を有するカバー部材２２１を得ることもできる。
【００３７】
　また、シリカまたは炭酸カルシウム等の光拡散材を含有する樹脂によってカバー部材２
２１が形成されていてもよい。カバー部材２２１の素材として採用される樹脂としては、
アクリル（ＰＭＭＡ）及びポリカーボネート（ＰＣ）が例示される。
【００３８】
　なお、本実施の形態では、カバー部材２２１は、例えば図３に示されるように、筐体２
１０の端縁を覆うように配置されているため、複数の発光素子２２からの光は、カバー部
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材２２１によって筐体２１０の端縁まで導かれる。つまり、発光装置２００を下方（Ｚ軸
負側）から見た場合、発光装置２００の全体が発光しているように視認される。
【００３９】
　このように、発光装置２００は複数のＬＥＤを光源として有しており、発光装置２００
の長手方向の両端部には、照明装置１００を器具本体５０に接続する接続部材が配置され
ている。
【００４０】
　具体的には、照明装置１００は、発光装置２００の長手方向の両端部の一方に配置され
た第一接続部材１１０と、当該両端部の他方に配置された第二接続部材１２０とを有する
。
【００４１】
　第一接続部材１１０は、器具本体５０が有する第一ソケット５５に接続され、第二接続
部材１２０は、器具本体５０が有する第二ソケット５６に接続される。
【００４２】
　より詳細には、第一接続部材１１０及び第二接続部材１２０は、Ｇ１３口金を模した形
状を有しており、第一接続部材１１０は一対のピン１１９を有し、第二接続部材１２０は
一対のピン１２９を有している。さらに、第一ソケット５５及び第二ソケット５６のそれ
ぞれは、Ｇ１３口金に対応した一対のピン穴５８を有している。
【００４３】
　第一接続部材１１０の一対のピン１１９が、第一ソケット５５の一対のピン穴５８に挿
入され、かつ、第二接続部材１２０の一対のピン１２９が、第二ソケット５６の一対のピ
ン穴５８に挿入されることで、照明装置１００が、器具本体５０に接続される。
【００４４】
　なお、本実施の形態では、第一ソケット５５はプランジャ式のソケットであり、ピン穴
５８を備える部分が軸方向（発光装置２００の長手方向と同じ）に移動することで、一対
のピン１１９のピン穴５８に対する挿抜が行われる。第二ソケット５６も同じくプランジ
ャ式のソケットであり、ピン穴５８を備える部分が軸方向に移動することで、一対のピン
１２９のピン穴５８に対する挿抜が行われる。
【００４５】
　つまり、第一接続部材１１０は、第一ソケット５５に着脱自在であり、かつ、第二接続
部材１２０は、第二ソケット５６に着脱自在である。そのため、例えば、照明装置１００
の器具本体５０に対する取り付け及び取り外しが容易である。
【００４６】
　なお、第一接続部材１１０が第一ソケット５５に対して着脱自在であるための構造に特
に限定はない。例えば、第一接続部材１１０の少なくとも一部が軸方向に伸縮することで
、一対のピン１１９のピン穴５８に対する挿抜が行われてもよい。第二接続部材１２０が
第二ソケット５６に対して着脱自在であるための構造についても同様に、各種の構造を採
用し得る。
【００４７】
　また、本実施の形態では、第一接続部材１１０の一対のピン１１９が、器具本体５０か
ら供給される電力を受ける受電部として機能する。発光部２２０は、受電部であるの一対
のピン１１９が受けた電力によって発光する。
【００４８】
　具体的には、本実施の形態では、第一接続部材１１０の一対のピン１１９が受け取った
交流電力は、駆動回路３００に供給される。駆動回路３００は、受け取った交流電力を、
所定の特性を有する直流電力に変換し、変換後の直流電力を、図示しない一対のリードを
介して、発光部２２０が有する各発光モジュール２０に供給する。駆動回路３００は、回
路基板と、当該回路基板に実装された複数の電子部品（図示せず）とを有している。
【００４９】
　なお、本実施の形態では、第二接続部材１２０の一対のピン１２９は、器具本体５０と
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照明装置１００との電気的な接続の役割は担わず、器具本体５０と照明装置１００との機
械的な接続の役割のみを担っている。そのため、第二接続部材１２０は一対のピン１２９
に代えて、例えば、第二ソケット５６に着脱自在に取り付けられる突出部または凹部を有
していてもよい。照明装置１００における配線例については、図６を用いて後述する。
【００５０】
　また、駆動回路３００は、本実施の形態では、図３に示すように、発光装置２００の筐
体２１０の背面に配置された回路収容部２９０に収容されているが、駆動回路３００の配
置位置に特に限定はない。例えば、器具本体５０に駆動回路３００が収容されてもよい。
この場合、第一接続部材１１０の一対のピン１１９に、第一ソケット５５を介して駆動回
路３００から得られる直流電力が供給され、一対のピン１１９から発光部２２０に、発光
に必要な直流電力が供給される。
【００５１】
　ここで、第一接続部材１１０及び第二接続部材１２０のそれぞれは、発光装置２００の
器具本体５０に対する姿勢または位置の変更を所定の範囲内で許容し、かつ、変更後の姿
勢または位置を維持した状態で発光装置２００と器具本体５０とを接続することができる
、という特徴を有している。
【００５２】
　当該所定の範囲は、発光装置２００の姿勢または位置の変更が許容される範囲であって
、発光部２２０の光の照射方向が器具本体５０と反対側（Ｚ軸負側）を向く姿勢を含む範
囲である。例えば、器具本体５０が、水平面と平行な天井面に正規の姿勢で取り付けられ
た場合に、当該所定の範囲には、発光部２２０の光の照射方向が鉛直下方となる姿勢が含
まれる。
【００５３】
　具体的には、本実施の形態では、第一接続部材１１０及び第二接続部材１２０は、発光
装置２００を、長手方向の軸を中心とする回動が可能な状態で、器具本体５０と接続する
ことで、発光装置２００の器具本体５０に対する姿勢の変更を許容する。これにより、発
光装置２００からの照射方向を、第一接続部材１１０及び第二接続部材１２０を通る軸回
りに変更することができる。
【００５４】
　なお、以下では、第一接続部材１１０及び第二接続部材１２０のそれぞれ、またはいず
れか一方を、「接続部材（１１０、１２０）」と表記する場合もある。
【００５５】
　図４は、実施の形態に係る発光装置２００の姿勢の変更が可能であることを示す斜視図
である。
【００５６】
　図４に示すように、本実施の形態では、発光装置２００は、両端部の接続部材（１１０
、１２０）を通る仮想的な軸Ａを中心として回動可能である。言い換えると、照明装置１
００は、器具本体５０の第一ソケット５５及び第二ソケット５６によって回動可能に軸支
されている。
【００５７】
　また、その回動可能な範囲内には、例えば図１に示すように、発光装置２００の発光部
２２０が、器具本体５０と反対側（Ｚ軸負側）を向く姿勢が含まれる。より詳細には、発
光装置２００は、発光部２２０の発光面が、器具本体５０の配置面５１と平行となる姿勢
を含む範囲で回動可能である。
【００５８】
　従って、照明器具１０を、例えば天井面に取り付けた場合、照明装置１００からの照明
光の照射方向を照明器具１０の直下に向けることができ、さらに、照明光の照射方向を照
明器具１０の直下の領域よりも外側に向けることもできる。
【００５９】
　なお、発光装置２００の筐体２１０及び接続部材（１１０、１２０）は、例えばポリブ
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チレンテレフタレート（ＰＢＴ）等の絶縁性樹脂で形成される。また、例えば筐体２１０
の一部の素材としてアルミニウム等の金属を用いることで、複数の発光モジュール２０で
発生する熱を効率よく外部に放出させることも可能である。
【００６０】
　以下、照明装置１００が備える接続部材（１１０、１２０）及びその周辺の構造につい
て、図５及び図６を参照して説明する。
【００６１】
　［接続部材及びその周辺の構造］
　図５は、実施の形態に係る照明装置１００が備える第一接続部材１１０の構造を示す部
分拡大図である。なお、図５では、器具本体５０と照明装置１００との電気的な接続のた
めの配線は、点線で概念的に図示されている。また、第一接続部材１１０は、第一部材１
１１と第二部材１１２とに分解して図示している。
【００６２】
　図５に示すように、第一接続部材１１０は、発光装置２００に取り付けられた第一部材
１１１と、第一部材１１１に対して回動可能であり、かつ、器具本体５０に対して回動し
ない状態で、器具本体５０及び第一部材１１１を接続する第二部材１１２とを有する。
【００６３】
　簡単にいうと、第一部材１１１及び第二部材１１２は、一方が他方に対して回動する筒
体であり、第一部材１１１が、第二部材１１２に挿入されることで、第一接続部材１１０
が形成されている。
【００６４】
　また、第二部材１１２には、一対のピン１１９（第一ピン１１９ａ及び第二ピン１１９
ｂ）が配置されており、一対のピン１１９は、第一ソケット５５（例えば図２参照）から
供給される電力を受けとる。一対のピン１１９が受け取った電力は、第一部材１１１を介
して、駆動回路３００（図３参照）に供給される。
【００６５】
　より詳細には、第二部材１１２は、第一ピン１１９ａと電気的に接続された環状端子１
１３ａ、及び、第二ピン１１９ｂと電気的に接続された環状端子１１３ｂを有する。
【００６６】
　環状端子１１３ａ及び１１３ｂは、筒状の第二部材１１２の内周面に配置されている。
また、第一部材１１１の外周面には、接触子１１４ａ及び１１４ｂが配置されている。接
触子１１４ａ及び１１４ｂのそれぞれにはリード線等の導電部材が接続されており、各導
電部材は、駆動回路３００と電気的に接続されている。
【００６７】
　この構造において、第一部材１１１が第二部材１１２に対して回動する場合、環状端子
１１３ａと接触子１１４ａとの接触を維持し、かつ、環状端子１１３ｂと接触子１１４ｂ
との接触を維持した状態で、第一部材１１１が第二部材１１２に対して回動する。つまり
、第一ピン１１９ａ及び第二ピン１１９ｂと、駆動回路３００との電気的な接続は維持さ
れる。このように、第一接続部材１１０は、スリップリング構造を有し、これにより、第
一ソケット５５と、第一ソケット５５に対して回動する発光装置２００との電気的な導通
を維持している。
【００６８】
　図６は、実施の形態に係る照明装置１００における配線例を示すブロック図である。
【００６９】
　図６に示すように、第一ソケット５５には、例えば商用電源から供給される交流電力が
供給され、第一ソケット５５と接続される第一接続部材１１０を介して、駆動回路３００
に交流電力が供給される。駆動回路３００は受け取った交流電力を直流電力に変換し、発
光部２２０に供給する。これにより、発光部２２０が有する複数の発光モジュール２０（
図２参照）は発光する。
【００７０】
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　なお、本実施の形態において、器具本体５０は、上述のように、蛍光ランプを点灯させ
るための本体として用いられていたものであり、内部には、例えばインバータ式の安定器
が備えられている。この場合、例えば商用電源をこの安定器に供給する一対の電線を安定
器から外して、第一ソケット５５に接続することで、図６に示す電気的な接続が実現され
る。また、この場合、インバータ式の安定器は、器具本体５０から取り外してもよく、器
具本体５０の内部に残したままであってもよい。
【００７１】
　このように、本実施の形態では、照明装置１００に対する給電方式として片側給電方式
が採用されている。つまり、第二接続部材１２０と第二ソケット５６とは、機械的に接続
され、かつ、照明装置１００に対する給電の役割は担わない。なお、照明装置１００は、
給電方式として両側給電方式が採用されてもよく、この場合、第二接続部材１２０と第二
ソケット５６とは機械的に接続され、かつ、照明装置１００に対する給電の役割を担う。
【００７２】
　また、照明装置１００において、発光装置２００の回動を許容する第一接続部材１１０
は、回動後の発光装置２００の姿勢を維持することができる。具体的には、例えば第一部
材１１１と第二部材１１２との接触箇所における摩擦力により、回動した後の、第一部材
１１１と第二部材１１２との間の相対的な回転位置が維持される。
【００７３】
　なお、第一接続部材１１０が、板バネ等の弾性部材を利用したラッチ構造など、第一部
材１１１と第二部材１１２との間の相対的な回転位置の維持を確実にするための構造を有
してもよい。
【００７４】
　また、第二部材１１２及び第一部材１１１の少なくとも一方は、他方に引っ掛かる突起
等の、図示しない構造物を有しており、通常の使用時における第二部材１１２の第一部材
１１１からの脱落（取り外れ）は防止される。
【００７５】
　ここで、第二接続部材１２０は、器具本体５０と照明装置１００との電気的な接続のた
めの構造以外は、第一接続部材１１０と共通である。つまり、第二接続部材１２０も、発
光装置２００に取り付けられた第一部材と、第一部材に対して回動可能であり、かつ、器
具本体５０に対して回動しない状態で、器具本体５０及び第一部材を接続する第二部材と
を有する。
【００７６】
　以上説明したように、本実施の形態に係る照明装置１００は、器具本体５０に取り付け
られる照明装置１００であって、面発光する発光部２２０を有する長尺状の発光装置２０
０と、発光装置２００の長手方向の両端部のそれぞれに配置され、発光装置２００と器具
本体５０とを接続する接続部材（１１０、１２０）とを備える。接続部材（１１０、１２
０）は、発光装置２００の器具本体５０に対する姿勢または位置の変更を、発光部２２０
の光の照射方向が器具本体５０と反対側を向く姿勢を含む所定の範囲内で許容し、かつ、
変更後の姿勢または位置を維持することができる。
【００７７】
　具体的には、発光装置２００の両端部の接続部材である第一接続部材１１０及び第二接
続部材１２０の少なくとも一方が、器具本体５０と照明装置１００とを電気的に接続する
。さらに、第一接続部材１１０及び第二接続部材１２０の両方が発光装置２００の回動を
許容する。
【００７８】
　これにより、発光装置２００の姿勢を、例えば図４に示すように変更した状態で、面発
光する発光部２２０を点灯させることができ、かつ、変更後の姿勢を維持することができ
る。
【００７９】
　そのため、面発光する発光部２２０から照明光として放出される光の向きを、照明器具
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１０の直下を含む所定の範囲内で任意に変更することができる。
【００８０】
　ここで、上記従来の技術のように、アダプタを用いて長尺状の照明装置を蛍光ランプ用
の器具本体に取り付ける場合、上述のように、アダプタのサイズ及び形状等によって照明
装置の姿勢及び位置が決定される。
【００８１】
　そのため、当該照明装置が、面発光または線発光する発光部など、直管形蛍光ランプの
ような広配光性を持たない発光部を有する場合、照明光の照射範囲が実質的に固定されて
いることが問題となり得る。例えば、照明光を照射すべき対象物の直上ではない位置に器
具本体が設置されている場合、この対象物から外れた位置を中心に照明光が当てられるこ
とになる。
【００８２】
　しかしながら、本実施の形態に係る照明装置１００は、接続部材（１１０、１２０）を
備えることで、照明光の照射範囲の変更についての自由度を有している。そのため、例え
ば、既存の照明器具が備える蛍光ランプを照明装置１００に置き換えた場合であっても、
当該照明器具の直下以外の位置に存在する対象物を中心とする領域に、照明光を照射する
ことが可能である。
【００８３】
　また、接続部材（１１０、１２０）は、蛍光ランプが取り付けられていた既存の器具本
体のソケットに取り付け可能な構造及び形状を有している。そのため、例えば、既存の器
具本体を、発光装置２００の姿勢を可変とするための改造をすることなく、照明装置１０
０を保持する器具本体５０として用いることができる。
【００８４】
　従って、例えば既存の照明器具が備える蛍光ランプを、面発光するＬＥＤランプである
照明装置１００に容易に置き換えることが可能である。
【００８５】
　なお、実施の形態に係る照明器具１０及び照明装置１００の構造は、図１～図６によっ
て示される構造に限定されない。そこで、照明器具１０または照明装置１００についての
各種の変形例を、実施の形態との差分を中心に、図７～図１８を用いて説明する。
【００８６】
　（変形例１）
　図７は、実施の形態の変形例１に係る照明器具１１の外観を示す第１の図である。
【００８７】
　図８は、実施の形態の変形例１に係る照明器具１１の外観を示す第２の図である。
【００８８】
　本変形例に係る照明器具１１は、１つの器具本体６０に、２つの照明装置１００が取り
付けられている点に特徴を有する。
【００８９】
　具体的には、例えば図７の（ａ）に示すように、器具本体６０は、第一ソケット５５及
び第二ソケット５６のペアを２つ備え、これらペアのそれぞれに、照明装置１００が取り
付けられている。
【００９０】
　つまり、器具本体６０は、例えば２灯用器具と呼ばれる、２本の蛍光ランプの取り付け
が可能な構造を有する器具本体である。器具本体６０は、法線方向が互いに異なる２つの
配置面６１を有し、２つの配置面６１のそれぞれに、第一ソケット５５及び第二ソケット
５６が設けられている。なお、以下では、第一ソケット５５及び第二ソケット５６のそれ
ぞれまたは一方を、「ソケット（５５、５６）」と表記する場合もある。
【００９１】
　器具本体６０に取り付けられた２つの照明装置１００のそれぞれは、上述のように、発
光装置２００の長手方向の両端部のそれぞれに配置された接続部材（１１０、１２０）を



(12) JP 6439926 B2 2018.12.19

10

20

30

40

50

有し、発光装置２００の器具本体５０に対する姿勢の変更が可能である。
【００９２】
　つまり、２つのソケット（５５、５６）のペアのそれぞれに照明装置１００が接続され
ていることで、２つの照明装置１００は、互いに独立して器具本体６０に対する姿勢の変
更が許容される。
【００９３】
　そのため、例えば図７の（ａ）及び（ｂ）に示すように、２つの発光装置２００の発光
部２２０のそれぞれが、外側に向くように、発光装置２００を傾けることができる。これ
により、例えば、照明器具１１が設置された室内の広い範囲を、照明器具１１からの照明
光によって照らすことができる。
【００９４】
　また、例えば図８の（ａ）及び（ｂ）に示すように、２つの発光部２２０の発光面が１
つの平面上で並ぶように、２つの発光装置２００の角度を調整することもできる。これに
より、例えば、照明器具１１の直下を含む所定の領域の明るさを均一にすることができる
。
【００９５】
　その他、２つの発光装置２００を同一方向に向けるように傾けるなど、照明器具１１で
は、２つの照明装置１００からの照明光の照射範囲の変更を容易に行うことができる。
【００９６】
　（変形例２）
　図９は、実施の形態の変形例２に係る照明器具１２の外観を示す斜視図である。
【００９７】
　図１０は、実施の形態の変形例２に係る照明装置１０１が備える第一接続部材１１０ａ
の構造を示す部分拡大図である。なお、図１０では、器具本体５０と照明装置１０１との
電気的な接続のための配線は、点線で概念的に図示されている。また、第一接続部材１１
０ａは、第一部材１１１と第二部材１１２とに分解して図示している。
【００９８】
　本変形例に係る照明器具１２は、器具本体５０と照明装置１０１とを備え、照明装置１
０１が有する発光装置２００が、器具本体５０に対する位置の変更が可能である点に特徴
を有する。
【００９９】
　具体的には、発光装置２００の両端部の接続部材（１１０ａ、１２０ａ）は、発光装置
２００に対し、長手方向と交差する方向（本変形例ではＹ軸方向）への移動が可能に取り
付けられていることで、発光装置２００の器具本体５０に対する位置の変更を許容する。
これにより、例えば発光装置２００の姿勢を維持した状態で、発光装置２００を平行移動
させることができる。
【０１００】
　より詳細には、図９及び図１０に示すように、発光装置２００には、長手方向と交差す
る方向に延びる溝２１１が設けられており、接続部材（１１０ａ、１２０ａ）は、溝２１
１に嵌め合わされる嵌合部１１５を有する。
【０１０１】
　つまり、接続部材（１１０ａ、１２０ａ）は、溝２１１に嵌め合わされた嵌合部１１５
が、溝２１１に沿ってスライドすることで、発光装置２００の、器具本体５０に対する移
動を可能としている。
【０１０２】
　なお、発光装置２００の、Ｘ軸負側の端部（図９及び図１０に図示されていない端部）
にも、溝が形成されており、第二接続部材１２０ａの嵌合部が当該溝に嵌め合わされてい
る。つままり、本変形例に係る第一接続部材１１０ａと第二接続部材１２０ａとは、共通
する特徴を有している。そのため、第一接続部材１１０ａについて図示及び説明を行い、
第二接続部材１２０ａについての図示及び説明を省略する。
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【０１０３】
　本変形例に係る第一接続部材１１０ａは、図１０に示すように、実施の形態に係る第一
接続部材１１０（図５参照）と同じく、第一部材１１１及び第二部材１１２を有する。ま
た、第一接続部材１１０ａは、第一ピン１１９ａ及び第二ピン１１９ｂが第一ソケット５
５から受け取る電力を、環状端子１１３ａ及び１１３ｂ、並びに、接触子１１４ａ及び１
１４ｂを介して、発光装置２００に供給することができる。
【０１０４】
　つまり、第一接続部材１１０ａは、スリップリング構造を有しており、発光装置２００
の器具本体５０に対する姿勢の変更（図９における軸Ａを中心とした回動）を許容し、か
つ、器具本体５０と発光装置２００との電気的な接続を維持することができる。
【０１０５】
　本変形例ではさらに、第一部材１１１は、嵌合部１１５に配置された、接触子１１５ａ
及び１１５ｂを有し、接触子１１５ａは、第一部材１１１の外周面に配置された接触子１
１４ａと電気的に接続されている。また、接触子１１５ｂは、第一部材１１１の外周面に
配置された接触子１１４ｂと電気的に接続されている。
【０１０６】
　また、発光装置２００に設けられた溝２１１の内面には、溝２１１の長手方向に沿って
長尺状のスライド用端子２１１ａ及び２１１ｂが配置されている。第一接続部材１１０ａ
が溝２１１に沿って移動した場合、スライド用端子２１１ａと接触子１１５ａとは導通状
態を維持し、スライド用端子２１１ａと接触子１１５ｂとは導通状態を維持する。
【０１０７】
　また、照明装置１０１において、発光装置２００の移動を許容する第一接続部材１１０
ａは、移動後の発光装置２００の位置を維持することができる。具体的には、例えば第一
接続部材１１０ａと発光装置２００との接触箇所における摩擦力により、移動した後の、
第一接続部材１１０ａの発光装置２００に対する位置が維持される。つまり、移動後の発
光装置２００の、器具本体５０に対する位置は維持される。
【０１０８】
　このような構造により、本変形例に係る第一接続部材１１０ａは、器具本体５０と発光
装置２００との電気的な接続を維持した状態で、発光装置２００を、器具本体５０に対し
て回動可能かつ移動（スライド）可能に接続することができる。
【０１０９】
　なお、例えば発光装置２００が、板バネ等の弾性部材を利用したラッチ構造など、第一
接続部材１１０ａの発光装置２００に対する位置の維持を確実にするための構造を有して
もよい。また、例えば、第一接続部材１１０ａと発光装置２００とを接続するネジ等の締
結部材により、移動後の発光装置２００の位置が固定されてもよい。
【０１１０】
　また、第一接続部材１１０ａ及び発光装置２００の少なくとも一方は、他方に引っ掛か
る突起等の、図示しない構造物を有しており、通常の使用時における第一接続部材１１０
ａの発光装置２００からの脱落（取り外れ）は防止される。
【０１１１】
　また、発光装置２００の器具本体５０に対する位置の変更を許容するための構造は、図
１０に示す構造に限られない。例えば、第一接続部材１１０ａが、発光装置２００の長手
方向の端部の任意の位置を、発光装置２００の厚み方向に挟持する構造を有することで、
発光装置２００の器具本体５０に対する位置の変更が許容されてもよい。
【０１１２】
　また、第一接続部材１１０ａと発光装置２００との電気的な接続のための構造にも特に
限定はなく、例えば、スライド用端子２１１ａ及び２１１ｂが、筐体２１０の、奥行き方
向（Ｘ軸方向）に並んで配置されてもよい。この場合、第一接続部材１１０ａの接触子１
１５ａ及び１１５ｂは、スライド用端子２１１ａ及び２１１ｂに対応する位置に、並んで
配置されればよい。
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【０１１３】
　このように、本変形例に係る照明器具１２及び照明装置１０１によれば、照明装置１０
１からの照明光の照射範囲を容易に変更することができる。
【０１１４】
　（変形例３）
　図１１は、実施の形態の変形例３に係る照明器具１３の外観を示す図である。
【０１１５】
　具体的には、図１１の（ａ）は、変形例３に係る照明器具１３の斜視図であり、図１１
の（ｂ）は、変形例３に係る照明器具１３の側面図（照明器具１３の長手方向から見た図
）である。
【０１１６】
　本変形例に係る照明器具１３は、器具本体５０と照明装置１０２とを備え、照明装置１
０２が有する発光装置２０１は、器具本体５０に対する姿勢及び位置の変更が可能である
。つまり、発光装置２０１の動きの自由度については、上記変形例２に係る照明器具１２
と共通する。本変形例に係る照明器具１３はさらに、発光装置２０１が、両面発光である
点に特徴を有する。
【０１１７】
　具体的には、発光装置２０１は、厚み方向の両側に光を放出する発光部２２０を有する
。具体的には、発光装置２０１が備える発光部２２０は、第一発光部２２０ａ及び第二発
光部２２０ｂを有する。第一発光部２２０ａ及び第二発光部２２０ｂのそれぞれは、例え
ば図２に示す実施の形態に係る発光部２２０と同じく、複数の発光モジュール２０と、複
数の発光モジュール２０からの光を透過させ、かつ、拡散するカバー部材２２１とを有す
る。
【０１１８】
　なお、発光装置２０１が備える第一発光部２２０ａ及び第二発光部２２０ｂは、光の照
射方向が互いに異なるように配置された第一発光部及び第二発光部の一例である。
【０１１９】
　ここで、照明装置１０２が有する発光装置２０１は、器具本体５０に対する位置の変更
が可能であることにより、発光装置２０１の回動中心となる軸Ａを、発光装置２０１の幅
方向（長手方向と直交する方向）の端部に位置させることができる。
【０１２０】
　これにより、図１１の（ａ）及び（ｂ）に示すように、発光装置２０１の厚み方向が、
器具本体５０の配置面５１と平行になるように、発光装置２０１を回動させることができ
る。簡単にいうと、発光装置２０１を、器具本体５０から下方に吊り下げられた状態にす
ることができる。
【０１２１】
　本変形例に係る照明器具１３では、発光装置２０１が上記姿勢をとることが可能であり
、かつ、発光装置２０１の厚み方向の両方に発光部２２０を有する。そのため、照明器具
１３の幅方向の両側に向けて照明光を照射することができる。
【０１２２】
　また、例えば、第一発光部２２０ａ及び第二発光部２２０ｂの発光態様（色、明るさ、
発光面に表示される模様または情報など、以下同じ）を異ならせた場合、照明器具１３の
幅方向の両側に、互いに異なる態様の照明光を照射することが可能である。
【０１２３】
　また、第一発光部２２０ａ及び第二発光部２２０ｂの位置を入れ替えるように、発光装
置２０１の姿勢を変更することも可能である。つまり、照明器具１３の幅方向の両側への
照明光の態様を入れ替えることも可能である。
【０１２４】
　また、２つの発光部２２０それぞれのカバー部材２２１の下方の端縁が露出しているこ
とで、照明器具１３は、これらカバー部材２２１により導かれた光の一部を、照明器具１



(15) JP 6439926 B2 2018.12.19

10

20

30

40

50

３の直下に向けて照射することもできる。
【０１２５】
　さらに、発光装置２０１を、図１１の（ｂ）に示す姿勢から斜めに傾けることで、例え
ば、天井面及び床面の両方を、照明装置１０２からの照明光の照射範囲に収めることも可
能である。
【０１２６】
　このように、本変形例に係る照明器具１３及び照明装置１０２によれば、照明装置１０
２からの照明光の照射範囲を容易に変更することができる。
【０１２７】
　（変形例４）
　図１２は、実施の形態の変形例４に係る照明器具１４の外観を示す図である。
【０１２８】
　本変形例に係る照明器具１４は、１つの器具本体６０に、２つの照明装置１０１が取り
付けられている点に特徴を有する。照明装置１０１は、上記変形例２で説明したように、
発光装置２００の姿勢及び位置の変更を可能とする接続部材（１１０ａ、１２０ａ）を有
している。
【０１２９】
　具体的には、例えば図１２の（ａ）に示すように、器具本体６０は、第一ソケット５５
及び第二ソケット５６のペアを２つ備え、これらペアのそれぞれに、照明装置１０１が取
り付けられている。
【０１３０】
　このように、それぞれが一対のソケット（５５、５６）に取り付けられた２つの照明装
置１０１それぞれの発光装置２００は、互いに独立して、器具本体６０に対する位置及び
姿勢の変更が可能である。
【０１３１】
　そのため、例えば図１２の（ａ）に示すように、２つの発光装置２００を、互いの距離
を離し、かつ、外側を向くように、それぞれの姿勢及び位置を変更することができる。こ
れにより、例えば、照明器具１４が設置された室内における非常に広い範囲を、照明器具
１４からの照明光によって照らすことができる。
【０１３２】
　また、例えば図１２の（ｂ）に示すように、２つの発光装置２００を、互いの距離を縮
め、かつ、外側を向くように、それぞれの姿勢及び位置を変更することができる。これに
より、例えば、照明器具１４の直下を基準とする所定の範囲内を、照明器具１４からの照
明光によって効率よく照らすことができる。
【０１３３】
　その他、例えば、２つの発光装置２００を、互いの距離を離し、かつ、発光部２２０か
らの光の照射方向が上を向くように、それぞれの姿勢及び位置を変更することも可能であ
る。この場合、例えば、天井面が照らされることによる間接照明としての効果を得ること
ができる。
【０１３４】
　このように、本変形例に係る照明器具１４及び照明装置１０１によれば、２つの照明装
置１０１からの照明光の照射範囲を容易に変更することができる。
【０１３５】
　（変形例５）
　図１３は、実施の形態の変形例５に係る照明器具１５の外観を示す図である。
【０１３６】
　具体的には、図１３の（ａ）は、変形例５に係る照明器具１５の斜視図であり、図１３
の（ｂ）は、変形例５に係る照明器具１５の平面図（照明器具１５を発光装置２００の側
から見た図）である。
【０１３７】
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　本変形例に係る照明器具１５は、器具本体５０と照明装置１０３とを備え、照明装置１
０３が、発光装置２００の長手方向の両端部のそれぞれであって、かつ、発光装置２００
の裏面２１０ａに配置された接続部材（１３０、１４０）を有する点に特徴を有する。裏
面２１０ａは、発光装置２００における発光部２２０とは反対側の面であり、筐体２１０
における背面である。なお、図１３には図示していないが、発光装置２００の裏面２１０
ａに、駆動回路３００（図３参照）が配置されていてもよい。
【０１３８】
　本変形例に係る第一接続部材１３０は、発光装置２００に取り付けられた第一部材１３
１と、第一部材１３１に対して回動可能であり、かつ、器具本体５０に対して回動しない
状態で、器具本体５０及び第一部材１３１を接続する第二部材１３２とを有する。
【０１３９】
　具体的には、第一接続部材１３０は、例えば図５に示す第一接続部材１１０と同じく、
スリップリング構造を有しており、器具本体５０と発光装置２００との電気的な接続を維
持しつつ、第二部材１３２の第一部材１３１に対する回動が可能である。
【０１４０】
　また、本変形例に係る照明装置１０３では、例えば図６に模式的に示される片側給電方
式が採用されている。つまり、第二接続部材１４０は、電気的な接続のための構造を有し
ていないが、第一接続部材１３０と同じく、発光装置２００の回動を可能とするための構
造を有している。
【０１４１】
　すなわち第二接続部材１４０は、発光装置２００に取り付けられた第一部材１４１と、
第一部材１４１に対して回動可能であり、かつ、器具本体５０に対して回動しない状態で
、器具本体５０及び第一部材１４１を接続する第二部材１４２とを有する。
【０１４２】
　従って、長手方向の両端部に配置された接続部材（１３０、１４０）によって器具本体
５０と接続された発光装置２００は、器具本体５０に対する姿勢の変更が可能であり、か
つ、変更後の姿勢の維持も可能である。
【０１４３】
　さらに、本変形例では、発光装置２００と器具本体５０とを接続する接続部材（１３０
、１４０）が、発光装置２００の裏面２１０ａに配置されている。これにより、例えば、
照明装置１０３の長手方向の全長における、有効領域（照明光が放出される領域）を、拡
大することができる。
【０１４４】
　また、例えば、本変形例に係る照明器具１５では、上記実施の形態に係る照明器具１０
（例えば図１参照）と比較すると、発光装置２００の裏面２１０ａと、器具本体５０との
間の距離が長くなるため、発光装置２００の回動可能な角度が大きくなる。
【０１４５】
　このように、本変形例に係る照明器具１５及び照明装置１０３によれば、照明装置１０
３からの照明光の照射範囲を容易に変更することができる。
【０１４６】
　さらに、本変形例では、より詳細には図１３の（ｂ）に示すように、接続部材（１３０
、１４０）は、発光装置２００を発光部２２０の側から見た場合において接続部材（１３
０、１４０）の全体が発光部２２０と重なる位置に配置されている。
【０１４７】
　これにより、例えば天井に配置された照明器具１５を下から見上げた場合、両端のソケ
ット（５５、５６）を含め、器具本体５０の全体を発光装置２００で隠すことが可能とな
る。言い換えると、照明器具１５を下から見上げた場合における全ての領域を、照明光を
放出する領域として用いることができる。
【０１４８】
　また、複数の照明装置１０３を一列に、または、行列状に並べて配置することで、比較
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的に大きな発光面をシームレスに形成することも可能である。
【０１４９】
　図１４は、複数の照明装置１０３を行列状に並べて配置した状態を示す斜視図である。
【０１５０】
　複数の照明装置１０３のそれぞれが有する発光装置２００の発光部２２０は、端縁まで
導光するカバー部材２２１を有している。
【０１５１】
　そのため、図１４に示すように、隣り合う照明装置１０３を、互いの発光装置２００の
端面が接するように配置した場合、複数の照明装置１０３の発光部２２０が連結されるこ
とにより、比較的に大きな一つの発光面が形成される。
【０１５２】
　これにより、例えば、比較的に大きな室内を、大面積の発光面によって均一に照らすこ
とが可能となる。
【０１５３】
　なお、図１４では、複数の照明装置１０３のそれぞれが、１つの器具本体５０に取り付
けられているが、比較的に大きな１つの器具本体に、これら複数の照明装置１０３が、図
１４に示すように並んで取り付けられてもよい。
【０１５４】
　（変形例６）
　図１５は、実施の形態の変形例６に係る照明器具１６の外観を示す斜視図である。
【０１５５】
　図１６は、実施の形態の変形例６に係る発光装置２０２の分解斜視図である。
【０１５６】
　本変形例に係る照明器具１６は、器具本体５０と照明装置１０４とを備え、照明装置１
０４が、器具本体５０に対して回動する２つの発光装置を備える点に特徴を有する。
【０１５７】
　具体的には、本変形例に係る照明装置１０４は、発光装置２０２を備え、発光装置２０
２は、それぞれが発光部２２０を有する第一発光装置２０２ａ及び第二発光装置２０２ｂ
を有する。
【０１５８】
　なお、第一発光装置２０２ａが有する発光部２２０を、発光部２２０ｃと表記し、第二
発光装置２０２ｂが有する発光部２２０を、発光部２２０ｄと表記する。これら発光部２
２０ｃおよび２２０ｄは、例えば１以上の発光モジュール２０と、当該１以上の発光モジ
ュール２０からの光を透過させ、かつ、拡散するカバー部材２２１とを有する。
【０１５９】
　第一発光装置２０２ａ及び第二発光装置２０２ｂは、発光装置２０２の長手方向（Ｘ軸
方向）と交差する方向に並んで配置され、かつ、接続部材（１１０、１２０）によって器
具本体５０と接続されている。さらに、第一発光装置２０２ａ及び第二発光装置２０２ｂ
のそれぞれは、互いに独立して器具本体５０に対して回動する。
【０１６０】
　より詳細には、本変形例では、図１６に示すように、第一発光装置２０２ａの両端部に
接続部材（１１０、１２０）が取り付けられている。これにより、第一発光装置２０２ａ
は、器具本体５０に対する姿勢の変更が可能であり、かつ、変更後の姿勢が維持される。
【０１６１】
　また、第二発光装置２０２ｂは、図示しない軸体によって第一発光装置２０２ａと接続
されている。軸体は、例えば第二発光装置２０２ｂに固定され、第一発光装置２０２ａに
設けられた軸穴２３０に挿入され、かつ、軸穴２３０に対する周方向の回動が可能である
。
【０１６２】
　この構成により、第二発光装置２０２ｂは、第一発光装置２０２ａに対する姿勢の変更
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（回動）が可能である。また、例えば軸体の外周面と軸穴２３０の内周面との間の摩擦力
により、第二発光装置２０２ｂの変更後の姿勢が維持される。つまり、第二発光装置２０
２ｂも、器具本体５０に対する姿勢の変更が可能であり、かつ、変更後の姿勢が維持され
る。
【０１６３】
　さらに、第一発光装置２０２ａ及び第二発光装置２０２ｂのそれぞれは、互いに独立し
て回動可能である。
【０１６４】
　そのため、本変形例に係る照明器具１６によれば、例えば、上記変形例１に係る照明器
具１１及び上記変形例４に係る照明器具１４と同じく、照明光の照射範囲を、狭めること
、広げること、及び、照射範囲の大きさを維持しながら移動させること等が可能である。
【０１６５】
　このように、本変形例に係る照明器具１６及び照明装置１０４によれば、照明装置１０
４からの照明光の照射範囲を容易に変更することができる。
【０１６６】
　なお、本変形例では、第一発光装置２０２ａ及び第二発光装置２０２ｂそれぞれの回動
軸（仮想軸）は一致しているが、これら回動軸は一致していなくてもよい。例えば、第一
発光装置２０２ａの回動軸と第二発光装置２０２ｂの回動軸とが平行でかつ離れているこ
とで、折り畳み式の発光装置２０２が実現されてもよい。
【０１６７】
　（変形例７）
　図１７は、実施の形態の変形例７に係る照明器具１７の外観を示す斜視図である。
【０１６８】
　本変形例に係る照明器具１７は、器具本体５０と照明装置１０５とを備え、照明装置１
０５が、光の照射方向が互いに異なるように配置された複数の発光部を備える点に特徴を
有する。
【０１６９】
　具体的には、本変形例に係る照明装置１０５は、発光装置２０３を備え、発光装置２０
３は筐体２１３と発光部２２５とを有する。発光部２２５は、光の照射方向が互いに異な
るように筐体２１３に配置された、第一発光部２２５ａ、第二発光部２２５ｂ、及び第三
発光部２２５ｃを有する。
【０１７０】
　第一発光部２２５ａ及び第二発光部２２５ｂは、例えば１以上の発光モジュール２０と
、当該１以上の発光モジュール２０からの光を透過させ、かつ、拡散するカバー部材２２
１とを有する。
【０１７１】
　また、第三発光部２２５ｃは、例えば１つの発光モジュール２０と、当該１つの発光モ
ジュール２０からの光を透過させ、かつ、拡散するカバー部材２２１とを有する。
【０１７２】
　上記構成を有する発光装置２０３は、両端部の接続部材（１１０、１２０）を介して器
具本体５０に取り付けられており、これにより、発光装置２０３は、器具本体５０に対す
る姿勢の変更が可能であり、かつ、変更後の姿勢が維持される。
【０１７３】
　つまり、発光装置２０３は、第一発光部２２５ａ、第二発光部２２５ｂ、及び、第三発
光部２２５ｃのそれぞれの光の照射方向の相対的な関係を維持しつつ、器具本体５０に対
する回動が可能である。
【０１７４】
　ここで、第一発光部２２５ａ、第二発光部２２５ｂ、及び、第三発光部２２５ｃそれぞ
れの、発光素子２２の種類、または、カバー部材２２１の構造もしくは色等を互いに異な
らせてもよい。これにより、これら３つの発光部（２２５ｃ、２２５ｂ、２２５ｃ）の発



(19) JP 6439926 B2 2018.12.19

10

20

30

40

50

光態様を互いに異ならせることができる。
【０１７５】
　また、第一発光部２２５ａ、第二発光部２２５ｂ及び第三発光部２２５ｃのそれぞれは
、他とは独立して点灯及び消灯が制御されてもよい。なお、第三発光部２２５ｃは、第一
発光部２２５ａ及び第二発光部２２５ｂの間に配置され、かつ、発光面が比較的に小さい
。そのため、例えば、第三発光部２２５ｃを常夜灯として使用することも可能である。
【０１７６】
　つまり、照明装置１０５が備える駆動回路３００が、発光部２２５の一部を他の部分と
異なる態様で発光させる機能を有してもよい。この場合、駆動回路３００が、３つの発光
部（２２５ｃ、２２５ｂ、２２５ｃ）それぞれの点灯、消灯、調光または調色等の制御を
行ってもよい。
【０１７７】
　これにより、３つの発光部（２２５ｃ、２２５ｂ、２２５ｃ）を有する照明装置１０５
からの照明光の照射範囲を変更でき、かつ、照明光の態様の切り替えが可能となる。
【０１７８】
　なお、本変形例では、駆動回路３００は、発光装置２０３の、第一発光部２２５ａの裏
側に相当する位置に配置されているが、駆動回路３００の配置位置に特に限定はなく、例
えば、器具本体５０の内部に駆動回路３００が配置されてもよい。
【０１７９】
　（変形例８）
　図１８は、実施の形態の変形例８に係る照明器具１８の外観を示す斜視図である。
【０１８０】
　具体的には、図１８の（ａ）は、変形例８に係る照明器具１８の斜視図であり、図１８
の（ｂ）は、変形例８に係る発光装置２０４の長手方向に垂直な断面を示す図である。な
お、図１８の（ｂ）では、発光部２２６を下に向けた状態の発光装置２０４の断面を図示
している。
【０１８１】
　本変形例に係る照明器具１８は、器具本体５０と照明装置１０６とを備え、照明装置１
０６が、線発光する発光部２２６を有する点に特徴を有する。
【０１８２】
　具体的には、本変形例に係る照明装置１０６は、発光装置２０４を備え、発光装置２０
４は、長尺状の筐体２１５、及び、線発光する発光部２２６とを有する。発光部２２６は
、筐体２１５に収容された発光モジュール２０（例えば図２参照）と、発光モジュール２
０からの光を透過させ、かつ、拡散するカバー部材２２２を有する。
【０１８３】
　上記構成を有する発光装置２０４は、両端部の接続部材（１１０、１２０）を介して器
具本体５０に取り付けられており、これにより、発光装置２０４は、器具本体５０に対す
る姿勢の変更が可能であり、かつ、変更後の姿勢が維持される。
【０１８４】
　ここで、発光部２２６では、複数の発光素子２２が発光した場合に、各々が光の粒とし
て視認されない程度にカバー部材２２２によって拡散されるが、発光部２２６から放出さ
れる光の配光角は比較的に狭く、例えば１５°～２０°（１／２ビーム角）程度である。
【０１８５】
　つまり、照明装置１０６によれば、発光装置２０４の姿勢を変更することで、配光角が
比較的に狭い照明光の照射方向を容易に変更することができる。
【０１８６】
　すなわち、照明装置１０６は、ベースライト用の本体である器具本体５０に取り付けら
れているが、例えばスポットライトとして用いることも可能である。
【０１８７】
　例えば、照明装置１０６が、室内または廊下の天井面に配置された器具本体５０に取り
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付けられることで照明器具１８が構成されている場合において、発光装置２０４を、発光
部２２６が壁面を向くように傾ける。これにより、当該壁面に飾られた絵画等を照らすこ
とができる。つまり、照明装置１０６は、平面視において器具本体５０から比較的に遠い
位置に配置された対象物に対して、効率よく照明光を照射することができる。
【０１８８】
　なお、カバー部材２２２として集光レンズが用いられてもよく、これにより、発光部２
２６からの照明光の照射範囲をより狭くすることができる。
【０１８９】
　（実施の形態の補足）
　以上、本発明に係る照明装置について、実施の形態に基づいて説明したが、本発明は、
上記実施の形態及びその変形例に限定されるものではない。
【０１９０】
　例えば、発光部２２０等の、面発光または線発光する発光部は、複数の発光素子と、当
該複数の発光素子を覆うように配置された透光性を有するカバー部材との組み合わせ以外
で実現されてもよい。
【０１９１】
　例えば、光源である１以上の発光素子と、当該光源から端面に入射された光を側面また
は他の端面から放出する導光板とによって、面発光または線発光する発光部が実現されて
もよい。
【０１９２】
　また、例えば有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）パネルによって
、面発光または線発光する発光部が実現されてもよい。
【０１９３】
　また、発光モジュール２０が有する発光素子２２は、ＳＭＤ型ＬＥＤ素子であるとした
が、これに限らない。例えば、ベアチップが基板上に直接実装されたＣＯＢ（Ｃｈｉｐ　
Ｏｎ　Ｂｏａｒｄ）型の発光モジュールが、発光部２２０等の発光部に備えられてもよい
。
【０１９４】
　この場合、例えば、複数のＬＥＤチップを一括または個別に封止する封止部材であって
、上述の黄色蛍光体等の波長変換材を含む封止部材を配置することで、複数のＬＥＤチッ
プからの光の波長を所定の波長に変換させてもよい。
【０１９５】
　また、発光モジュール２０が発光素子２２として採用とする固体発光素子はＬＥＤに限
定されず、半導体レーザ、有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）、ま
たは無機ＥＬ等の固体発光素子が発光素子２２として採用されてもよい。
【０１９６】
　また、例えば第一接続部材１１０等の、器具本体と照明装置との間の電気的な接続の機
能（電力中継機能）を備える接続部材が採用するスリップリング構造は、図５に示す構造
とは異なる構造で実現されてもよい。例えば、環状端子１１３ａ及び１１３ｂが第一部材
１１１の外周面に配置され、接触子１１４ａ及び１１４ｂが第二部材１１２の内周面に配
置されてもよい。
【０１９７】
　また、電力中継機能は、スリップリング以外の構造で実現されてもよい。例えば、第一
接続部材１１０が、第一部材１１１及び第二部材１１２の間の相対的な回動角を所定の範
囲内に規制する構造を有する場合、第一ピン１１９ａ及び第二ピン１１９ｂと、駆動回路
３００とが比較的に長いリード線で接続されていてもよい。
【０１９８】
　また、例えば、実施の形態の変形例２に係る照明装置１０１が備える接続部材（１１０
ａ，１２０ａ）は、発光装置２００の器具本体５０に対する回動を許容しなくてもよい。
例えば、第一接続部材１１０ａが、発光装置２００の溝２１１に沿って移動可能なように
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、発光装置２００に取り付けられていることで、発光装置２００の器具本体５０に対する
回動及び移動のうちの移動のみを許容してもよい。
【０１９９】
　この場合であっても、例えば、発光装置２００からの照明光の方向を下方に維持したま
ま、発光装置２００を水平方向に移動させることができるため、当該照明光の照射範囲の
変更を容易に行うことができる。
【０２００】
　また、例えば上記実施の形態及び変形例１～８に係る照明装置１００～１０６のそれぞ
れが、器具本体に対して着脱可能でなくてもよい。つまり、照明器具１０～１８のそれぞ
れが、照明装置の交換を前提としない構造を有していてもよい。
【０２０１】
　例えば、器具本体５０が、ソケット（５５、５６）に相当する一対の支持部を有し、こ
の一対の支持部と発光装置２００とが、接続部材としての軸体によって接続されることで
、発光装置２００の姿勢の変更（回動）および、変更後の姿勢の維持が可能であってもよ
い。
【０２０２】
　また、発光装置（２００等）の姿勢または位置の変更を許容する接続部材は、照明装置
（１００等）ではなく、器具本体（５０等）に備えられてもよい。
【０２０３】
　例えば、ソケット（５５、５６）が、器具本体５０に対して回動する接続部材を有する
ことで、当該接続部材に取り付けられた照明装置１００（発光装置２００）の姿勢の変更
（回動）が許容されてもよい。
【０２０４】
　また、発光装置２００～２０４の回動または移動は、例えば、モータ駆動によってなさ
れてもよい。例えば照明装置１００が、器具本体５０から供給される電力、または、照明
装置１００が備える電池から供給される電力によって動作するモータを備え、モータが発
生する力により、発光装置２００の器具本体５０に対する姿勢または位置の変更が行われ
てもよい。
【０２０５】
　また、発光装置２００～２０４のそれぞれの形状及び寸法は特定の形状及び寸法に限定
されない。発光装置２００～２０４のそれぞれは、平面視において互いに直交する２方向
のうちの一方の方向の長さが他方の方向の長さよりも長く、かつ、当該一方の方向の両端
部に、接続部材（１１０等）が配置されていればよい。
【０２０６】
　その他、各実施の形態に対して当業者が思いつく各種変形を施して得られる形態や、本
発明の趣旨を逸脱しない範囲で各実施の形態における構成要素及び機能を任意に組み合わ
せることで実現される形態も本発明に含まれる。
【０２０７】
　例えば、上記変形例５に係る照明装置１０３（図１３参照）が、変形例２に係る照明装
置１０１（図９参照）の特徴を有してもよい。具体的には、照明装置１０３において、接
続部材（１３０、１４０）が、発光装置２００に対して移動可能に取り付けられていても
よい。この場合、例えば、発光装置２００の裏面２１０ａにおける、接続部材（１３０、
１４０）に対応する位置に、接続部材（１３０、１４０）がスライドする溝２１１を設け
てもよい。
【０２０８】
　これにより、例えば、照明光の照射方向を鉛直下方に向けたまま、発光装置２００の水
平方向の移動が可能となる。そのため、例えば、複数の照明装置１０３を並べることで形
成された大面積の発光面（図１４参照）を、水平方向に移動させることが可能となる。
【符号の説明】
【０２０９】
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　１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８　照明器具
　２２　発光素子（固体発光素子）
　５０、６０　器具本体
　５５　第一ソケット（取付部）
　５６　第二ソケット（取付部）
　１００、１０１、１０２、１０３、１０４、１０５、１０６　照明装置
　１１０、１１０ａ、１３０　第一接続部材
　１１１、１３１、１４１　第一部材
　１１２、１３２、１４２　第二部材
　１１５　嵌合部
　１１９、１２９　ピン（受電部）
　１１９ａ　第一ピン（受電部）
　１１９ｂ　第二ピン（受電部）
　１２０、１２０ａ、１４０　第二接続部材
　２００、２０１、２０２、２０３、２０４　発光装置
　２０２ａ　第一発光装置
　２０２ｂ　第二発光装置
　２１０、２１３、２１５　筐体
　２１０ａ　裏面
　２１１　溝
　２２０、２２０ｃ、２２０ｄ、２２５、２２６　発光部
　２２０ａ、２２５ａ　第一発光部
　２２０ｂ、２２５ｂ　第二発光部
　２２１、２２２　カバー部材
　２２５ｃ　第三発光部
　３００　駆動回路
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